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新美南吉生誕100年を記念し、2013年1月、記念館の展示がリニューアルしました
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新美南吉記念館
■新美南吉記念館へのアクセス

名鉄  ………  「名鉄名古屋」駅から河和行き又は内海行きに乗車「知多半
田」駅まで特急29分、急行35分。そこからタクシーで約8分。
又は知多半田行き普通電車乗車「半田口」駅下車、徒歩20分。

自動車  …  名古屋方面から名古屋高速道路又は伊勢湾岸自動車道から知
多半島道路を利用し、「半田中央IC」を降りて約5分。

 ※無料駐車場61台（身障者用4台）

「ごん狐」挿絵
髙松ひとみ・画

「飴だま」挿絵
テッポー・デジャイン。・画

「赤い蝋燭」挿絵
山福朱実・画

「子どものすきな神さま」挿絵
山本祐司・画

「久助君の話」挿絵
山下以登・画

「去年の木」挿絵
尾崎仁美・画

「里の春、山の春」挿絵
小林真理・画

「でんでんむしのかなしみ」挿絵
よしざわ ようこ・画

「小さい太郎の悲しみ」挿絵
山﨑杉夫・画

「手ぶくろを買いに」挿絵
舟崎克彦・画

ペーパークラフト作品
長尾昌枝

　
本
展
で
は
、
絵
本
作
家
や
装
丁
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
制
作
し
た
、
新
美
南
吉
童
話
10
作
品

の
挿
絵
・
装
画
、
装
丁
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　
造
本
は
「
展
示
す
る
本
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
本
展
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ジ
ャ
バ
ラ
折
本
を
手
製
本
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
彩
、
版
画
、
ペ
ン
画
、
鉛
筆
画
、
切
り
絵
、
和
紙
の
ち

ぎ
り
絵
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
で
描
か
れ
た
原
画
に
は
、
原
画
独

自
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
南
吉
童
話
の
春
夏
秋
冬
を
表
現
し
た
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　
16
人
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
編
む
、
懐
か
し
く
て
新
し
い
、
南
吉
童

話
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

新美南吉（1913-1943）

1913年7月30日、愛知県知多郡半田町
（現・半田市）に生まれる。幼くして母
を亡くし、養子に出されるなど寂しい子
ども時代を送る。旧制半田中学校卒業後、
「赤い鳥」入選を契機に北原白秋や巽聖
歌の知遇を得る。昭和18年、結核のた
め29歳で世を去る。


